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班メンバー
リーダー 福島 潤 津工業高校

サブリーダー 有竹 紗璃 四日市高校

メンバー 中村 優太 四日市西高校

山本 楓莉 松阪高校

亀石 沙來 紀南高校
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テーマ２

災害に対しての意識の持ち方

【発表テーマ】

テーマ１

人と人とのつながりの大切さ
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＜あおい地区でのボランティア活動＞
復興のための人と人とのつながりの大切さ

＜まとめ＞災害が起きる前から地域の人とつながりを持つ大切さ

つながり

復興のエ
ネルギー

まちづく
り
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＜あおい地区の独居高齢者の方のお話＞

二階なら大丈夫

山へ避難

助かった

息子さんの避難指示
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＜まとめ＞ 「自分は大丈夫」という先入観をもたないこと

震災前 震災後

大川小学校
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・災害が起きる前から地域の人と
つながりを持つことは大切
・「自分は大丈夫」という先入観
をもたない

【伝えたいこと】

私たち若い世代にできる
ことはたくさんある！
私たち若い世代にできる
ことはたくさんある！
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今後の自分達の目標】
福島 ：災害時､心理的に混乱している人を

助けられるようになる

有竹 ：人と人との繋がり・協力を大切にしたい

中村 ：災害に対して先入観を持たないよう伝えていきたい

山本 ：地域の一員として防災に関する情報を発信

亀石 ：普段から人と人との繋がりを大事にする
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ご静聴ありがとうございました
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一人の行動がみんなの行動へと繋がる
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• 当時の状況

• 語り部の佐藤さんの話

• 話を聞いて思ったこと
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• 当時の状況

• 大川小学校と異なる所
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予測不可能な事態
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あさか開成高校の荒義紀教頭
先生による講話
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ボランティアに
向かう様子→
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震災後の大川小学校

←語り部の佐藤敏郎さん

災害以降の大川小学校→
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現地での経験等から感じたこと

54/88



55/88



身近な人を守るために学んだことを実践・発信する
周りの人自身を守るために防災のついて話していく
学んだことを伝え学校で行われている対策を把握し
より良い対応を目指す
実際に学んだことを発信して大きな災害に備える
学んだことを伝え、防災について一緒に考える等行
動を起こす
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福島を襲った原子力発電所
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あおい地区の人たちの経験
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ボランティアと交流の様子
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大川小学校で学んだこと
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みえ学生防災啓発サポーター
- みえ まもりたい - について

令和５年２月５日（日）令和４年度「学校防災ボランティア事業」成果発表会

発表者
小林永佳 （鈴鹿中等教育学校・高校１年）
稲生百恵 （鈴鹿中等教育学校・高校１年）
落合 海吏 （四日市大学 1年）
豊田 さゆり（社会人）
森 和真 （社会人）
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１ みえ学生防災啓発サポーター
-みえ まもりたい- について

２ 防災キャンプと災害ボランティア

３ みえ学生防災啓発サポーター
-みえ まもりたい- 活動方針
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１ みえ学生防災啓発サポーター
-みえ まもりたい- について

みえまもりたいの役割

・若者の防災意識向上

・他の若者を巻き込んで地域の防災活動を支援
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認定者 49名

養成講座カリキュラム

・三重県内の学校に通う大学、
短期大学、専門学生、高校
生等

・三重県に在住する29歳以下

で構成

１ みえ学生防災啓発サポーター
-みえ まもりたい- について
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１ みえ学生防災啓発サポーター
-みえ まもりたい- について

２ 防災キャンプと災害ボランティア

３ みえ学生防災啓発サポーター
-みえ まもりたい- 活動方針

79/88



２ 防災キャンプ

 日時 令和４年８月９日～１０日

 場所 鈴鹿サーキットキャンプ場

 防災キャンプとは
みえまもりたい の企画した防災キャンプに、小学生のお子さん

のいるご家族を参加者として募集し、参加者に防災の知識を学んで
もらうとともに、みえまもりたい自身も企画を通じて防災を学ぶ。
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主な内容
 みえ防災コーディネーターの皆さんによる災害時に役立つグッズ紹介

 津気象台の皆さんによる講義と実験

 非常食（アルファ化米）の試食会

 みえまもりたい企画
・ろ過器作成ゲーム
・防災クエスト
・○×クイズ

２ 防災キャンプ
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ろ過器作成ゲーム
目的
参加者の皆さんに楽しんでもらいながら、実際のろ過器作
成を通して水の大切さを学んでもらう

内容
・キャンプ場内に材料を隠し、参加者が探す
・その材料でろ過器を作成
・実際にろ過をする
・実際に透明度を比べる

２ 防災キャンプ
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２ 災害ボランティア

日程
令和4年11月25日～27日 （2泊３日）

場所
宮城県 東松島市 石巻市

概要
・石巻市震災遺構 「大川小学校」視察
・東松島市 あおい地区 「講話・足浴・お茶会ボランティア」
・元宮城県石巻西高校校⾧ 齋藤 幸男氏による講話
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石巻市震災遺構「大川小学校」
２ 災害ボランティア
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東松島市あおい地区災害ボランティア

足 浴 交流会・講話

２ 災害ボランティア
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元宮城県石巻西高校校⾧ 齋藤 幸男氏による講義
in防災体験型宿泊施設「KIBOTCHA」

２ 災害ボランティア
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１ みえ学生防災啓発サポーター
-みえ まもりたい- について

２ 防災キャンプと災害ボランティア

３ みえ学生防災啓発サポーター
-みえ まもりたい- 活動方針
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３ みえ学生防災啓発サポーター
- みえまもりたい- 今後の活動方針

・若者の防災意識向上

・他の若者を巻き込んで地域の防災活動を支援
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